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安
井
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之 

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
の
死 

―
フ
ラ
ン
ス
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら―

 

  

昨
年
七
月
三
一
日
に
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
が
パ
リ
第
八
区
の
自
宅
マ
ン

シ
ョ
ン
で
死
亡
し
て
い
る
の
を
、
家
事
手
伝
い
の
女
性
が
見
つ
け
た
。 

 

響
き
わ
た
る
マ
イ
ル
ス
・
デ
ヴ
ィ
ス
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
調
べ
と
と
も
に
、

夜
の
パ
リ
を
歩
き
ま
わ
る
彼
女
の
姿
が
今
も
く
っ
き
り
と
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

『
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
』
だ
。
あ
の
魔
的
な
妖
艶
さ
に
は
、
心
に
た
が

ね
を
打
ち
込
ま
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。 

 

「
彼
女
は
い
つ
も
愛
を
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
生
け
贄
た
ち
は
、

次
々
と
道
ば
た
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
」。 

こ
れ
は
多
く
の
女
優
と
浮
名
を
流
し
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ヌ
ー
ヴ
と
の

間
に
娘
ま
で
作
っ
た
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
の
言
葉
で
あ
る
。

い
か
に
も
次
の
男
の
も
と
に
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
つ
ら
さ
と
悔
し
さ
を
表

す
言
葉
で
は
な
い
か
。 

だ
が
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た
の
は
彼
だ
け
で
は
な
い
。
ル
イ
・
マ
ル
、
ジ

ャ
ン
ポ
ー
ル
・
ベ
ル
モ
ン
ド
、
ピ
エ
ー
ル
・
カ
ル
ダ
ン
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ム

ス
タ
キ･･･

と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
だ
、
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
の
口

説
き
に
は
応
じ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

彼
女
と
共
演
し
た
こ
と
も
あ
り
、
無
二
の
親
友
と
自
認
す
る
ブ
リ
ジ
ッ

ト
・
バ
ル
ド
ー
は
言
う
。 

「
彼
女
に
は
並
は
ず
れ
た
誘
惑
の
才
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
裏
で
、
焼
き

を
入
れ
た
鋼
の
よ
う
に
強
靭
な
性
格
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
が
。
彼
女

に
は
、
美
し
い
と
か
危
険
だ
と
か
を
超
え
た
よ
り
大
き
な
邪
悪
さ
が
あ
り
ま

し
た
」 

 

「
確
か
に
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
は
男
た
ら
し
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
都

度
彼
女
は
自
分
の
全
て
を
捧
げ
て
い
た
」―

パ
リ
・
マ
ッ
チ
誌
カ
ト
リ
ー
ヌ
・

シ
ュ
ワ
ー
ブ
。 

「
彼
女
の
異
質
な
魅
力
、
ま
ね
の
で
き
な
い
声
、
神
秘
的
な
存
在
感
、
大

胆
さ
。
マ
ル
、
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
、
ブ
ニ
ュ
エ
ル
、
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ･･･

皆
が

み
な
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
に
魅
了
さ
れ
、
霊
感
を
吹
き
込
ま
れ
た
が
、
い
つ

も
彼
女
は
彼
ら
の
手
か
ら
す
り
抜
け
て
い
っ
た
」―

テ
レ
ラ
マ
誌
ピ
エ
ー

ル
・
ミ
ュ
ラ
。 

フ
ラ
ン
ス
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
弔
辞
を
捧
げ
、
そ
の

中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

「
彼
女
は
自
分
の
複
雑
さ
、
記
憶
、
主
張
を
映
画
と
い
う
形
で
体
現
し
た

芸
術
家
で
あ
り
ま
し
た
」 

 
 



                 

フ
ラ
ン
ス
で
は
新
聞
雑
誌
が
一
斉
に
彼
女
の
死
を
取
り
あ
げ
、
追
悼
記
事

を
組
ん
だ
。
私
は
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
に
頼
ん
で
、
ル
・
モ
ン
ド
紙
、
大
衆
週

刊
誌
パ
リ
・
マ
ッ
チ
、
映
像
専
門
誌
テ
レ
ラ
マ
の
切
り
抜
き
を
送
っ
て
も
ら

い
、
こ
の
老
女
優
の
死
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
応
を
見
て
み
た
。
中
で

も
、
イ
ン
テ
リ
向
け
の
中
道
左
派
系
ル
・
モ
ン
ド
紙
は
三
ペ
ー
ジ
全
面
を
使

い
、
何
枚
も
写
真
を
入
れ
た
回
顧
録
風
の
特
集
を
組
み
、
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。 

 

そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
二
〇
一
七
年
八
月
二
日
（
水
）
づ
け
の
ル
・
モ
ン

ド
紙
の
記
事
を
選
び
、
映
画
に
関
す
る
部
分
を
拙
訳
で
紹
介
し
て
み
よ

う
。
な
お
、
こ
の
記
事
と
全
く
同
じ
文
章
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。
次
のURL

を
参
照
さ
れ
た
い
。

http://www.lemonde.fr/disparitions/article/2017/07/31/mor

t-de
-jeanne-mor

eau-grande-comedienne
-et-personnalite-

insoumise_5166900_3382.html
 

 

ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
、
七
月
三
一
日
に
死
去 

人
の
心
を
か
き
乱
し
、
不
服
従
を
つ
ら
ぬ
く 

 

舞
台
女
優
で
あ
り
、
歌
手
で
あ
り
、
映
画
女
優
で
あ
り
監
督
で
も
あ
っ
た

ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
が
、
七
月
三
一
日
に
亡
く
な
っ
た
。
八
九
歳
だ
っ
た
。

低
く
て
心
を
か
き
乱
す
声
、
欲
望
を
そ
そ
る
誘
惑
ぶ
り
、
不
服
従
な
個
性
、

生
涯
を
通
じ
て
の
強
い
え
り
好
み
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
の
、

か
つ
ま
た
国
際
的
な
大
ス
タ
ー
の
一
人
と
な
っ
た
。 

 
 

二
〇
一
二
年
に
、
彼
女
は
、
二
七
年
前
か
ら
住
む
パ
リ
第
八
区
の
サ
ル
・

プ
レ
イ
エ
ル
（
フ
ォ
ブ
ー
ル
・
サ
ン
ト
ノ
レ
通
り
に
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
、
安
井
注
）
の
近
く
に
あ
る
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ル
・
モ
ン
ド
紙
の
記
者

を
迎
え
入
れ
た
。
大
の
読
書
好
き
で
、
ワ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
、
ギ
ヨ

ジャンヌ・モロー 

http://www.lemonde.fr/disparitions/article/2017/07/31/mort-de-jeanne-moreau-grande-comedienne-et-personnalite-insoumise_5166900_3382.html
http://www.lemonde.fr/disparitions/article/2017/07/31/mort-de-jeanne-moreau-grande-comedienne-et-personnalite-insoumise_5166900_3382.html
http://www.lemonde.fr/disparitions/article/2017/07/31/mort-de-jeanne-moreau-grande-comedienne-et-personnalite-insoumise_5166900_3382.html
http://www.lemonde.fr/disparitions/article/2017/07/31/mort-de-jeanne-moreau-grande-comedienne-et-personnalite-insoumise_5166900_3382.html
http://www.lemonde.fr/disparitions/article/2017/07/31/mort-de-jeanne-moreau-grande-comedienne-et-personnalite-insoumise_5166900_3382.html


ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
の
全
作
品
を
持
ち
、
他

に
も
数
多
く
の
書
籍
が
本
棚
に
積
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
彼
女
の
教
養
の

元
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
私
は
世
の
独
学
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
随
分

た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。
家
で
は
本
を
読
む
の
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
父
が
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
隠
れ
て
読
み
ま
し

た
。
安
物
の
ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
て
ね
。
お
か
げ
で
、
鼻
の
穴
が
真
っ
黒
に

な
っ
て
し
ま
っ
て･･･

」
と
彼
女
は
笑
っ
た
。 

 

売
春
婦
が
家
族
代
わ
り 

 

ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
は
一
九
二
八
年
一
月
二
三
日
に
パ
リ
で
生
ま
れ
、
幼

年
時
代
の
一
時
期
を
ヴ
ィ
シ
ー
で
過
ご
す
。
そ
の
後
パ
リ
に
戻
っ
て
家
族
と

と
も
に
暮
ら
し
、
中
等
教
育
を
終
え
る
。
父
親
は
パ
リ
第
九
区
で
レ
ス
ト
ラ

ン
を
営
み
、
母
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
踊
り
子
（
フ
ォ
リ
ー
・
ベ
ル
ジ
ェ
ー
ル
劇

場
で
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
を
囲
む
グ
ル
ー
プ
ダ
ン
サ
ー
の
一
人
、
安

井
注
）
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ヌ
は
演
劇
に
夢
中
に
な
り
、
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ

ン
セ
ー
ズ
（
主
に
古
典
劇
を
上
演
す
る
国
立
劇
場
、
安
井
注
）
の
ド
ニ
・
デ

ィ
ネ
ス
の
講
習
会
に
か
よ
っ
た
。
父
親
は
そ
れ
を
承
服
せ
ず
、
彼
女
を
家
か

ら
追
い
出
し
た
。 

 

そ
の
と
き
、
代
わ
り
の
家
族
が
現
れ
る
。 

 

「
私
は
、
激
し
や
す
く
心
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
両
親
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
母
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

父
は
浮
気
を
し
、
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
家
族
は
モ
ン

マ
ル
ト
ル
の
連
れ
込
み
兼
用
の
ホ
テ
ル
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
で
、
ホ
テ
ル

に
来
る
売
春
婦
た
ち
と
と
て
も
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
父
に
追
い

出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
彼
女
た
ち
が
面
倒
を
み
て
く
れ
、
親
し
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
女
た
ち
こ
そ
私
の
舞
台
の
最
初
の
観
客
で
、
私
の
こ
と
を
と
て

も
自
慢
し
て
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
ま

で
私
を
観
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
夜
遅
く
な
っ
て
地
下
鉄
の
終
電
に
間
に
合

わ
な
く
な
っ
た
り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
に
は
お
金
が
足
り
な
か
っ
た
り
し
た

と
き
に
は
、
彼
女
た
ち
が
私
を
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
素
敵
な
女
性

た
ち
で
し
た
、
気
前
も
よ
く
て
」 

  

一
九
四
六
年
に
、
彼
女
は
コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
聴
講
生
と
な

る
。
そ
し
て
一
九
五
〇
年
、
ジ
ャ
ン
・
メ
イ
エ
ー
ル
演
出
に
よ
る
ア
ン
ド
レ
・

ジ
ー
ド
原
作
の
『
法
王
庁
の
抜
け
穴
』
に
出
演
し
、
ま
さ
に
娼
婦
役
で
当
た

り
を
取
っ
た
。
こ
れ
が
演
劇
に
お
け
る
類
を
見
な
い
輝
か
し
い
経
歴
の
始
ま

り
で
あ
っ
た
。 

 

映
画
も
彼
女
に
門
を
開
く
。
彼
女
の
最
初
の
映
画
は
ア
ナ
ベ
ラ
と
共
演
し

た
ジ
ャ
ン
・
ス
テ
リ
監
督
の
『
最
後
の
恋
』
で
、
一
九
四
九
年
の
封
切
り
で

あ
る
。
同
年
、
俳
優
兼
監
督
の
ジ
ャ
ン
ル
イ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
と
結
婚
し
て
息

子
ジ
ェ
ロ
ー
ム
を
生
む
が
、
一
九
五
一
年
に
離
婚
す
る
。
後
に
な
っ
て
、
も

と
夫
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
監
督
の
専
属
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
と

な
る
。
同
監
督
の
も
と
で
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
は
一
九
六
二
年
に
、
神
話

と
な
っ
た
『
突
然
炎
の
ご
と
く
』
に
出
演
す
る
。
こ
れ
は
悲
劇
に
終
わ
る
三



角
関
係
の
恋
の
物
語
で
あ
る
。
映
画
の
中
で
、
彼
女
は
「
つ
む
じ
風
」
を
歌

い
、
束
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
現
代
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
体
現
す
る
。
こ
の
役
は

そ
の
後
映
画
の
中
で
彼
女
が
演
じ
続
け
る
役
回
り
で
あ
り
、
演
じ
ら
れ
た
人

物
た
ち
は
、
彼
女
の
反
抗
的
な
性
格
そ
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

「
潜
水
夫
だ
っ
た
男
の
映
画
に
出
る
ん
で
す
か
？
」 

し
か
し
、『
大
人
は
判
っ
て
く
れ
な
い
』
の
監
督
（
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
こ
と
、

安
井
注
）
と
出
会
う
前
に
、
運
命
を
決
す
る
ル
イ
・
マ
ル
監
督
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
五
七
年
に
、『
死
刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
』
で
、
夫
殺

し
の
共
犯
者
の
役
に
彼
女
を
当
て
る
。
ル
イ
・
マ
ル
は
『
沈
黙
の
世
界
』
を

撮
影
し
た
ク
ス
ト
ー
大
佐
の
助
手
で
、
当
時
自
分
で
は
一
本
の
映
画
も
撮
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
彼
の
頼
み
に
応
え
る
。「
私
が
ル
イ
・

マ
ル
と
仕
事
を
す
る
と
決
め
た
と
き
、
当
時
の
私
の
代
理
人
は
辞
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。『
貴
女
は
潜
水
夫
だ
っ
た
男
の
映
画
に
出
る
ん
で
す
か
？
』
っ
て

言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
ル
イ
・
マ
ル
は
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
の
会
場
の
廊
下
で
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
は

私
に
事
務
所
の
電
話
番
号
を
手
渡
し
、
是
非
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
言
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
『
突
然
炎
の
ご
と
く
』
に
つ
い
て
の
こ
と
で
し
た
。
彼
が

『
大
人
は
判
っ
て
く
れ
な
い
』
を
撮
る
前
の
話
で
す
よ
」 

 

ル
イ
・
マ
ル
の
映
画
と
マ
イ
ル
ス
・
デ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
有
名
な
テ
ー
マ
音

楽
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
の
名
は
一
躍
知
れ
わ
た
る
。
一
九
六
〇
年

代
は
幸
運
が
続
き
、
国
際
的
な
ス
タ
ー
と
し
て
の
座
を
確
立
す
る
。
彼
女
は
、

駆
け
出
し
（
ル
イ
・
マ
ル
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、
安
井
注
）
で
は
な

く
、
映
画
界
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
監
督
の
『
審
判
』

（
一
九
六
二
年
）
に
出
演
し
、
彼
に
ツ
キ
を
与
え
る
。「
私
は
オ
ー
ソ
ン
・
ウ

エ
ル
ズ
の
映
画
に
出
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
し
た
。
み
ん
な
は
あ
の
男
は
も
う

終
わ
っ
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
が
」 

 

彼
女
は
一
九
五
〇
年
代
に
ジ
ル
・
グ
ラ
ン
ジ
エ
や
ア
ン
リ
・
ド
ク
ア
ン
に

誠
実
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
も
自
分
を
使
っ
て
く
れ
た
監
督
た
ち
に
誠

実
に
応
え
た
。
ウ
エ
ル
ズ
の
も
と
で
『
フ
ォ
ル
ス
タ
ッ
フ
』（
一
九
六
六
年
）

と
『
イ
モ
ー
タ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
』（
一
九
六
八
年
）
に
、
ル
イ
・
マ
ル
監
督

の
も
と
で
は
『
恋
人
た
ち
』（
一
九
五
八
年
）、『
鬼
火
』（
一
九
六
三
年
）、『
ビ

バ
！
マ
リ
ア
』（
一
九
六
五
年
）
に
出
演
す
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ミ
監
督
の
『
天

使
の
入
り
江
』
で
、
彼
女
は
プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド
の
髪
を
つ
け
、
男
を
破
滅

さ
せ
る
女
ば
く
ち
打
ち
を
演
ず
る
。 

 

彼
女
の
美
し
さ
と
演
技
の
絶
頂
期
に
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ロ
ー
ジ
ー
の
『
エ

ヴ
ァ
の
匂
い
』(

一
九
六
二
年)

、
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
イ
マ
ー
の
『
大

列
車
作
戦
』(

一
九
六
四
年)

と
ア
メ
リ
カ
で
仕
事
を
続
け
、
さ
ら
に
ト
ニ
ー
・

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
の
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』（
一
九
六
六
年
）
に
出
演
し
、
同
監

督
と
同
棲
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
彼
は
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
レ
ッ
ド
グ
レ
ー
ヴ
と

離
婚
す
る
。
こ
の
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
と
ジ
ャ

ン
・
ジ
ュ
ネ
の
共
著
で
あ
る
。
彼
女
は
ジ
ュ
ネ
と
と
て
も
親
し
か
っ
た
。「
私

が
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
を
紹
介
す
る
た
め
と
『
天
使
の
入
り
江
』
で
か
ぶ
る

か
つ
ら
を
買
う
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
き
、
誰
だ
と
思



い
ま
す
、
タ
ク
シ
ー
待
ち
の
行
列
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
た
の
は
？ 

ジ
ャ

ン
・
ジ
ュ
ネ
で
す
。
彼
は
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
で
私
が
糞
仕
事
を
し
や
が
っ

た
と
こ
き
お
ろ
し
ま
し
た
。
私
が
あ
の
映
画
を
穢
し
た
と
言
っ
て
怒
っ
た
ん

で
す
。
で
も
ね
、
こ
れ
は
彼
が
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
に
伝
え
る

や
り
か
た
な
ん
で
す
。
ジ
ャ
ン
は
、
聖
人
な
ん
で
す
。
心
の
す
ご
く
広
い
ひ

と
な
の
。
頭
が
お
か
し
い
く
ら
い
。
彼
を
好
き
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、
あ
の

人
は
ぶ
ち
壊
す
の
よ
。
彼
は
愛
に
堪
え
ら
れ
な
い
の
。
性
格
が
悪
い
の
。
だ

か
ら
私
は
い
つ
も
彼
を
か
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
」 

        

 

文
人
た
ち
と
の
つ
き
あ
い 

 

彼
女
の
文
人
た
ち
と
の
交
友
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ

ー
は
前
世
紀
の
最
も
主
だ
っ
た
作
家
た
ち
、
す
な
わ
ち
ポ
ー
ル
・
レ
オ
ト
ー

（「
お
世
辞
を
言
わ
な
い
男
」）
か
ら
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
に
至
る
ま
で
親
交

が
あ
っ
た
。
ブ
レ
ー
ズ
・
サ
ン
ド
ラ
ー
ズ
や
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
も

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
彼
女
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
も
、
彼
の
パ
ー
ト
ナ

ー
の
ア
ナ
イ
ス
・
ニ
ン
の
仲
介
で
知
り
合
っ
た
。
ミ
ラ
ー
は
彼
女
に
、
二
人

の
交
友
に
つ
い
て
は
人
に
話
さ
な
い
よ
う
助
言
す
る
。
「
あ
の
助
言
が
な
か

っ
た
ら
、
私
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
ひ
ど
い
噂
を
立
て
ら
れ
た
で
し
ょ
う
に
」
と

し
ば
し
ば
彼
女
は
言
っ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ

ー
は
今
で
は
古
典
と
な
っ
た
作
品
で
名
を
上
げ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア

ン
ト
ニ
オ
ー
ニ
の
『
夜
』（
一
九
六
一
年
）、
ル
イ
ス
・
ブ
ニ
ュ
エ
ル
の
『
小

間
使
い
の
日
記
』（
一
九
六
四
年
）、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
の
『
黒

衣
の
花
嫁
』（
一
九
六
七
年
）
な
ど
で
あ
る
。 

  

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
彼
女
の
映
画
の
記
念
碑
に
他
の
大
物
監
督
が
名
を

連
ね
る
こ
と
に
な
る
。
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
が
『
ラ
ス
ト
・
タ
イ
ク
ー
ン
』（
一

九
七
六
年
）、
ア
ン
ド
レ
・
テ
シ
ネ
が
『
フ
ラ
ン
ス
で
の
思
い
出
』（
一
九
七

五
年
）、
そ
し
て
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
デ
ュ
ラ
ス
が
『
ナ
タ
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ジ
ェ
』

（
一
九
七
三
年
）
で
彼
女
の
翳
り
の
あ
る
オ
ー
ラ
を
う
ま
く
使
い
、
ジ
ェ
ラ

ー
ル
・
ド
パ
ル
デ
ュ
ー
の
相
手
役
に
選
ぶ
。
彼
女
は
一
年
後
に
ベ
ル
ト
ラ
ン
・

ブ
リ
エ
の
『
バ
ル
ス
ー
ズ
』
で
ド
パ
ル
デ
ュ
ー
と
共
演
す
る
。
こ
の
映
画
は

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
巻
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
は
そ
れ
に

く
じ
け
ず
、『
パ
リ
の
灯
は
遠
く
』（
一
九
七
六
年
）
で
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ロ
ー

ジ
ー
の
信
頼
を
新
た
に
す
る
。 

 
 

ロールフィルム映写機 

シネマミュージアム(スペイン) 



喜
劇
の
才
能 

 
彼
女
は
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
の
勧
め
で
一
九
七
六
年
に
映
画
を
監
督
し
、

喜
劇
の
才
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
そ
れ
は
女
同
士
の
友
情
を
描
い
た
映

画
で
、『
ナ
タ
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ジ
ェ
』
で
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
ル
シ
ア
・
ボ
ゼ

と
共
同
で
監
督
し
た
『
光
』
で
あ
る
。「
私
は
『
光
』
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ト
リ
ュ
フ
ォ
ー
に
送
り
ま
し
た
。
彼
は
そ
れ
に
コ
メ
ン
ト
を

付
け
て
送
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
私
が
〝
こ
れ
は
私
の
じ
ゃ
な
く
、
あ
な
た

の
映
画
な
ん
で
す
が
〟
と
言
う
と
、
彼
は
満
足
せ
ず
、
そ
の
後
私
た
ち
は
う

ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
彼
女
は
言
う
。 

 

彼
女
は
一
九
七
九
年
に
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
の
思
春
期
』
で
、
再
び
監

督
を
す
る
。
こ
の
映
画
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の
思
春
期
の
少
女
の
恋
の

優
柔
不
断
を
描
い
た
も
の
で
、
シ
モ
ー
ヌ
・
シ
ニ
ョ
レ
を
抜
擢
す
る
。
同
じ

年
、
二
年
間
続
い
た
ア
メ
リ
カ
人
監
督
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
リ
ー
ド
キ
ン
と
の

結
婚
生
活
に
終
止
符
を
打
つ
。
そ
の
少
し
あ
と
で
、
女
優
好
き
の
彼
女
は
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
女
優
た
ち
に
関
す
る
一
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作

す
る
。
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ボ
と
エ
ヴ
ァ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
か
ら
同
意
を
取
り
つ
け
、

リ
リ
ア
ン
・
ギ
シ
ュ
の
肖
像
を
撮
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

一
九
八
一
年
に
ド
イ
ツ
人
監
督
ラ
イ
ナ
ー
・
ウ
エ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン

ダ
ー
が
魅
惑
的
な
作
品
『
ケ
レ
ル
』
で
彼
女
に
売
春
宿
の
女
あ
る
じ
の
役
を

当
て
る
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
編
集
を
終
え
る
前
に
彼
は
死
亡
す
る
。
映
画
は
遺

作
と
し
て
、
一
九
八
二
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
る
。
ま
た

八
〇
年
代
に
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
は
、
ジ
ャ
ン
ピ
エ
ー
ル
・
モ
ッ
キ
と

彼
の
『Le Miraculé

〈｢

奇
跡
の
人｣

の
意
、
安
井
注
〉
』（
一
九
八
七
年
）
の

お
か
げ
で
そ
れ
ま
で
見
せ
な
か
っ
た
喜
劇
の
才
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

ロ
ラ
ン
・
エ
ヌ
マ
ン
監
督
の
『
海
を
渡
る
ジ
ャ
ン
ヌ
』
で
、
彼
女
は
一
九

九
二
年
に
セ
ザ
ー
ル
最
優
秀
女
優
賞
を
受
け
る
。
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
の
間
に
は
、
彼
女
は
著
明
な
監
督
た
ち
の
作
品
に
な
お
登
場
す
る
。
テ

オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
『
こ
う
の
と
り
、
た
ち
ず
さ
ん
で
』(

一
九
九
一
年
）、

ウ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
『
夢
の
涯
て
ま
で
も
』(

一
九
九
一
年
）、
ア
モ
ス
・

ジ
タ
イ
『
撤
退
』(

二
〇
〇
七
年
）、
ツ
ァ
イ
・
ミ
ン
リ
ャ
ン
『
ヴ
ィ
ザ
ー
ジ

ュ
』(

二
〇
〇
九
年
）、
さ
ら
に
マ
ノ
エ
ル
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
『
家
族
の

灯
り
』(

二
〇
一
二
年
）
等
で
あ
る
。 

 

「
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
な
る
日
が
来
た
ら
、
私
は
消
え
ま
す
」 

 

彼
女
の
最
後
の
映
画
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ル
ッ
ツ
の
『Le Talent de

 mes
 

amis
 

（｢

友
人
た
ち
の
才
能｣

の
意
、
安
井
注
）
』（
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
。

初
心
者
監
督
と
仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
は
若
手
の

監
督
を
支
援
し
続
け
て
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
彼
女
自
身
も
チ
ャ
ン
ス

を
つ
か
ん
で
き
た
の
だ
。
そ
の
流
儀
で
、
彼
女
が
名
付
け
親
と
な
っ
て
い
る

プ
ル
ミ
エ
・
プ
ラ
ン
映
画
祭
の
枠
組
み
の
中
に
、L

e
s A

te
lie

rs d

’A
n

g
e
rs

 
（「
ア
ン
ジ
ェ
の
仕
事
場
」
の
意
、
安
井
注
）
を
設
け
て
訓
練
と
出
会
い
の
場

と
し
、
新
人
の
登
場
を
奨
励
し
て
き
た
。
こ
れ
は
彼
女
の
誇
り
に
し
て
い
る

自
主
的
な
活
動
で
、
彼
女
の
受
け
た
幾
多
の
褒
賞
以
上
に
彼
女
の
心
を
満
た

す
も
の
で
あ
っ
た
。 



  

一
九
九
八
年
に
彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
全
経
歴
に
対
し
て
オ
ス
カ
ー
名
誉

賞
を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
に
は
セ
ザ
ー
ル
名
誉
賞
も
受
け
て

い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
二
度
目
の
セ
ザ
ー
ル
名
誉
賞
を
受
賞
す
る
が
、
そ

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
、
初
め
て
の
長
編
『
水
の
中
の
つ
ぼ
み
』
を
撮
っ
た
セ
リ

ー
ヌ
・
シ
ア
マ
と
彼
女
の
チ
ー
ム
に
贈
っ
て
い
る
。
な
お
彼
女
は
こ
の
映
画

に
は
出
演
し
て
い
な
い
。 

  

彼
女
は
偉
大
な
る
誘
惑
者
で
あ
り
恋
す
る
女
性
で
あ
っ
た
が
、
人
々
が
彼

女
を
た
だ
過
去
の
映
画
の
記
憶
と
し
て
し
か
見
な
い
こ
と
を
好
ま
な
か
っ

た
。「
私
は
記
憶
で
は
な
く
人
間
で
あ
り
た
い
。
私
は
演
劇
の
才
能
を
持
っ
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
才
能
に
頼
っ
て
は
い
ま
す
が
、
縛
ら
れ
て
は
い
ま
せ

ん
。
私
は
こ
の
才
能
と
こ
れ
を
伸
ば
す
の
を
助
け
て
く
れ
た
人
た
ち
、
そ
れ

と
、
映
画
人
の
か
た
が
た
、
俳
優
さ
ん
た
ち
、
観
客
の
か
た
が
た
を
大
切
に

し
た
い
。
私
に
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
な
る
日
が
来
た
ら
、
私
は
消
え
ま

す
」
と
彼
女
は
心
の
う
ち
を
述
べ
た
。
彼
女
は
、
若
い
世
代
に
、
熱
い
思
い

を
込
め
て
、
比
類
の
な
い
映
画
の
遺
産
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。 

     

             


